
自動運転の普及に伴う社会変容への対応について

バス、タクシー、公共ライドシェアへの自
動運転の実装による「交通空白」の解消

都市部におけるロボタクシーの普及によ
る利便性向上

自動運転トラック及び自動物流道路の実
装による物流効率化

道路交通の安全性・円滑性の向上

自動車ユーザーの「所有」から「利用」（サ
ブスク等）への利用形態の変化

産業構造の変化

まちづくり、都市構造への影響

道路空間への影響

運転手の労働力供給の転移・仕事内容の
変化

他の交通機関との分担の変化

（解決が期待される課題） （想定される社会変容）

自動運転社会の実現

公共交通では、
L4自動運転が主流

高速道路を走行する長距離トラックでは、
L4自動運転が主流

自家用車では、
L2++自動運転以上が主流
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